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幼少期に出会った日本の“かわいい”と日本へのあこがれ

ー　そもそも日本に関心を持たれたのは、どんなきっかけから
でしょうか？
 Thangさん　幼いころキティちゃんのペンケースを使っていま
した。子ども心に「日本って、なんかかわいい国だな」と思った
のが、最初の記憶ですね。あの頃の私は、日本がどこにあるか
すらよく知らなかったけど、かわいいものが“全部日本から来
た”ってことだけは知ってました。（笑）初めて日本語に出会っ
たのは、日本製のかわいいふわふわした筆箱が壊れた時、中

これまで様々な側面から高齢化
社会について研究してきた中で
気づいたのは、「いきがい」を見
出すことこそが老いを支える最
も大切なことだということです。

南十字星創刊60周年記念
Thang Leng Lengさんに聞く
― 日本とシンガポールをつなぐ

文化と福祉のまなざし ―

に詰められていた日本語の新聞を見てその文字、特にひらが
ながきれいだなと思った時でした。中国語版の『ドラえもん』の
漫画も大好きでした。

NUS日本研究学科について
 ー　NUSの日本研究学科創設には、故・リー・クアンユー首
相の意向があったと聞いていますが。
 Thangさん　当時のシンガポールは高度経済成長を成し遂
げた日本を見習おうと、首相自らが提唱していました。日本の
ことを学ぶことで、日本語
を使って日本と批判的か
つ建設的に関わることがで
きる人材を育てるというビ
ジョンのもとに、私が入学
する３年前にちょうどこの
日本研究学科が創設され
ました。大学で日本研究学
科に入り、卒業後アメリカ
で博士号を取得後、学科
に戻り、今も教えています。
日本語や日本文化を教え
るだけでなく、シンガポール
と日本の架け橋になるよう
な存在になりたいと思ってやってきました。学科長も12年ほ
ど務めさせていただきました。

ー　日本研究学科の学生たちの様子を教えてください。
Thangさん　NUSでは、学びにおいて「批判的視点」を重視
しているため、学生たちは日本のジェンダー格差や移民政策
についてかなり批判的にとらえることもあります。一方で多くの
学生が日本に特別な愛情を持っており、日本旅行を楽しんだ
り日本の若者と交流したりしています。日本のアニメやポップ
カルチャー、食文化等については、入学前から多くの若者が
馴染んでいます。日本の初任給はシンガポールより低い場合
もあるようですが、それでも日本で働こうとする学生もいます。
日本研究に取り組むことや日本での経験で人生を大きく変え
る学生もいます。たとえば、現在は駐中国大使でかつては駐日
大使だったピーター・タン氏はNUSの卒業生で、私が修士課
程の時にチューターとして初めて教えた学生の一人でした。

シンガポール国立大学日本研究学科准教授のThangさん
にシンガポールと日本の架け橋になるための日本研究への
思い、高齢化について色 と々お話をうかがいました。

（実施日：2025年7月5日）
＊プロフィール＊　
湯　玲玲（タン　レンレン）さん
シンガポール国立大学日本研究学科准教授。1965年シン
ガポール生まれ。84年シンガポール国立大学（NUS）日本研
究学科入学。97年イリノイ大学で文化人類学学術博士号取
得。長年母校にて「日本社会」「日星関係」などを教えている。
専門は高齢化やウェルエイジング。日本から東南アジアと
オーストラリアへ移住した日本人女性や定年退職者に注目
した研究にも取り組む。

聞き手　シンガポール日本人学校小学部チャンギ校教諭：
　　　　土田 昇・吉田まりか・竹下雄貴

Thangさん

土田昇教諭
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日本人会会員の我孫子ご夫妻とNUS日本研究学科の学生
（我孫子ご夫妻は長期滞在されているため生徒との交流にご招待）

NUS日本研究学科の授業で生徒と交流される我孫子さん

15歳で初来日、北海道にて

沖縄のホストファミリー喜友名さん一家と

琉球大の卒業式の日

日本研究を深める中での思い
 ー　初めて日本を訪れたのはいつですか？
 Thangさん　初めての日本訪問は15歳の時で、家族旅行
で北海道と東京に行きました。初めての雪に感動したことを
覚えています。それ以来、日本にはずっと良い印象を持ってい
ます。大学院の時には琉球大学に留学し、沖縄のお年寄りの
「生きがい」について研究しました。人とのつながり、地域と
のつながりが、健康や幸せにとても大事だと感じ、そのことが
今の研究につながっています。その後もフィールドワークや講
演等で数多く日本を訪れています。

ー　何度も来日したり日本との関わりを深く持つようになっ
たりする中で、日本の印象はどう変化していきましたか？
 Thangさん　具体的にどう変化したかを言うのは難しいの
ですが、私は日本の「侘び寂び」などの美的感覚に共感を覚
えています。茶道の精神、例えば「一期一会」、感謝の気持
ち、周囲への配慮などに感動しています。「お先に失礼します」
という文化も、他者への思いやりの表れです。日本では「たて
まえ」の面で他人を配慮する意識が強いですが、これは人口
密度の高い場所で生活する上で非常に重要です。例えば、リ
サイクル、列に並ぶなど、共有資源をうまく使うための社会的
態度は、より良い世界づくりに役立ちます。
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高齢者研究・そして今
ー　高齢化社会についての研究の話を少し聞かせてくださ
い。日本とシンガポールの違いもありますか？

Thangさん　ありますね。日本の高齢者は地域活動やボラン
ティア、生涯学習に積極的で、シンガポールもその促進が必要
です。制度面では、日本は包括的な介護保険制度が整ってい
て、選択肢が多くなっています。シンガポールはそのような選択
肢がまだ不足している一方で、街づくりが進んでいる、交通イ
ンフラが整備されているなど、“外出のしやすさ”が挙げられま
す。例えばエレベーターの設置、電動バイクの普及、年配者向
けの運賃割引などです。また、シンガポールは外国人ヘルパー
制度があるため、在宅介護の選択肢が豊富ですが、日本では
フルタイムの介護者を得るのはとても困難です。

ー　HDB（公営住宅）は高
齢化社会を支える環境とし
ては大変良いと感じます。

Thangさん　そうですね。
人が集まって住むことで自
然とコミュニティが生まれ
る。ホーカーセンターも、日
常の中で人と人をつなぐ役
割を果たしています。顔なじ
みの屋台があると、ちょっと
した見守りにもなります。

ー　日本は今後超高齢化社会に突入しますが、シンガポー
ルの高齢化対策で日本にも参考になりそうな取り組みを教え
てください。

Thangさん　シンガポールでは「つながり」、特に家族や地
域での世代間のつながりに重点を置くようになりました。社
会的なつながりがウェルエイジング（健やかな老い）に重要だ
という理解が進んだことは、とても良い傾向です。また国の住
宅政策では、家族が近くに住むよう奨励するインセンティブ
があり、高齢者が身近な家族からサポートを受けやすい環境
づくりが進められています。

フィールドワークで訪れている東京江東園にて長男と

和気あいあいとした雰囲気の中でのインタビュー風景

竹下雄貴教諭

吉田まりか教諭

ー　ご自身の年齢を重ね
る点についてはどのような
思いやビジョンをお持ちで
すか？

Thangさん　これまで様々
な側面から高齢化社会に
ついて研究してきた中で気
づいたのは、「いきがい」を
見出すことこそが老いを支
える最も大切なことだとい
うことです。自分にとって本
当に大事なことが何かを明
確にできれば、それ以外の些細なことを手放すことができま
す。以前、ハーバード大学でのプログラムに参加したとき「細
かいことにとらわれず、ビジョンとミッションに集中することが
大事だ」と学びました。老いに直面した時には、まず自分自身に
「よくここまで生きてきたね！」と祝福を送りたいですね。これ
から先は、自分に優しく、周囲の人に優しく、社会や世界に優
しく、「美しく年を重ねる」ことを意識していきたいと思います。

趣味は旅行。2025年3月屋久島でトレッキング

2025年6月アラスカ家族旅行
家族とのふれ合いの時間を大切にしている
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編集後談
　Thangさんのお話からは、日本への深い理解と愛情、そ
してシンガポール社会に対する温かいまなざしが感じら
れました。制度や文化の違いを超えて、人が人とつながる
ことの大切さを改めて学ぶ機会となりました。
　また、今後の人生についても大きな示唆をいただき、大
変有意義な時間でした。
　取材にご協力いただいたThangさん、本当にありがとう
ございました。

インタビュー後、記念撮影
左から竹下教諭、Thang Leng Lengさん、吉田教諭、土田教諭

むすびに
ー　最後に、これまで研究者・教育者として、妻として、母とし
て、ご自身が大切にされてきたことを教えてください。 

Thangさん　どんな人間関係においても「相手を尊重し、耳
を傾け、支えあうこと」が大切です。夫婦関係では、相互の尊重
と支援が基本であり、「相手の一部でありながら、独立した存
在としての思考や願いを持つこと」が重要です。私の夫は私の
仕事をとても応援してくれており、私自身をそのまま受け入れて
くれることに心から感謝しています。どの役割においても、「相
手を支え、励ます姿勢を忘れない」ことが大切だと思います。た
とえば、同僚、学生、配偶者、子供など、どんな相手に対しても
です。

アメリカとシンガポールで出版された著書

2008年から新聞に連載コラムも執筆


